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1. 重症心身障害児の骨組霧症に対する 1α.-OH圃 D3の
使用経験
数馬欣一，斉藤敏郎，三之宮愛雄 
篤原子，斉藤)1蟹沢時子，宍倉
(国立下志津)
重症心身障害児はその病因が点頭てんかんやてんかん
重積後遺症の症例が多く，先天性および周産期障害によ
る脳性まひ患者にも難治性てんかん合併症例が少なくな
く，多剤抗てんかん剤の長期服用を余儀なくされてい
る。
抗てんかん剤を長期に服用すると肝の V託D代謝異常
により VitD3が不活化され， クノレ病や骨粗繋症の要因
となるといわれているが，当院の抗てんかん剤長期服用
患者にもクル病，骨粗籍症の患者が多く，最近10年間に 
20例の骨折患者をみている。
これら骨粗繋症20例の患者に骨折予防の目的にて， 
1a-OH-D3・1-2.2ug/日を 4-12カ月投与し臨床観察を
行った。昨年10月より観察を始め，現在までに α・D3服
用症例に骨折患者をみず， 血清 Ca値， P 1i直はいずれ
も正常値内にあり， AL-Pは異常高値から降下の傾向を
みている。 
2. 低リン血性ビタミン D抵抗性クル病に対する 1・ 
25・(OH)z・D3の投与効果
猪股弘明，安田敏行，高柳直子
佐々木望，新美仁男，中島博徳
(千大・小児)
本症におけるピタミンD代謝異常の有無や，最終活性
産物である 1・25・(OH)2・D3の投与効果について一定
した見解を得られていない。我々は本症7例に対して， 
1-4ugの1・25・(OH)2・D3を投与して，血中 P，Ca， 
AL-P，尿 Ca/Cr %TRP，一部に血中 1・25・(OH)2-D 
の測定をした。成績は，血清Pの完全な正常化を得られ
た娃例はなく， 2例で軽度上昇した。 Caに著変なし。 
AL-Pは，以前lこ α-Da5 -7μg投与していた例では
その時より低下 8-15pg投与例では不変であった。
尿中 Ca/Crは2μg投与で著明に上昇した。血中 1・25・ 
(OH)2・D 濃度は α-D3中止 1週目で， 3例低値， 1例
正常下限， 1例正常であった。 
3. 原発性副甲状腺機能充進症の経験
村上光右，皆川秀夫，森偉久夫
宮内大成，真田寿彦，伊藤晴夫
島崎淳 (千大・泌尿器)
結石型11例，骨型 1{7t化学型 1例，計13例，の原発
性上皮小体機能允進症患者を経験した。
性別は男10人，女3人。年齢は17-56歳，平均40歳。
尿路結石の部位は， 腎結石10例， (両腎結石 3例)腎石
灰化症 1伊tl，勝脱結石 2例，このうち再発結石は 7例，
うち 1例は腎摘除術をうけていた。臨床症状は胃腸症状 
7例，高血圧は 5例，易疲労感 3伊L骨病変 5例であっ
た。術前血液化学検査では血清 Ca，P 1i直はすべて異常
値を示した。 AI-P値は12例中11例が高値。%TRP値 
84%以下のもの 8例，正常範囲内のもの 5例。血中 PTH
濃度は29回測定中11回に異常値を示し， 1回でも高値を
示した症例は12例中 9例あった。 Ca負荷試験は 4例中 
4例陽性。尿中 cyclicAMPは5例中 1例にやや高値。
尿中細菌培養は 5例に陽性。腎機能は 2例にやや低下が
みられた。腫療部位は左側 7例，右側4例，胸腺左葉 1
例。組織は腺腫10例，過形成2例。術後テタニーが 1例
おこり， Sipple症候群， MEAはなかった。 
4. 副甲状腺機能充進症の 1f9一術後U・tl D3の使用経
験-
寺野隆，中村真人，三島昭彦
高木平，浜崎智仁，神山佳久
西川哲男，田村泰，熊谷朗
(千大・ 2内)
症例は46歳女性で昭和52年全身関節痛で発症54年より
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膝関節痛の為歩行障害， 55年急性!陣炎を合併，同年 4月 
10日当院入院。 Ca11.3mg/dl，P 2.3mg/dl，Alk-P 1874 
mu/ml(骨型)， PTH N末端2860pg/mlCN230-630)， 
C末端2740pg/ml(N430-1860)，% TRP 75%，骨レ
線上，全身骨陰影の減少，指骨骨膜下吸収像を認む。骨
型副甲状腺機能尤進症と診断し， 6月11日，右上薬に3.2 
gの chiefcel adenomaを摘出した。 Ca-gluconate静
注にもかかわらず術後 2週目に Caは最，低5.3mg/dlま
で低下した。 Ca-gluconate10g/day，1α-Da 1 pgより漸
増し現在lOpg/day使用中なるも Ca7.5mg/dl，P 2.8 
mg/dlと未だ低値。 9月施行の Ellsworth-Howardtest 
にて， u・cyclieAMP増加するも， u-P増加せず。 Ca
上昇遅延の原因検索もかね，現在血中ビタミンなどを検
索中である。又術前，術後の血小板凝集能にも検討を加
えた。 
5. 副甲状腺機能充進症の骨変化に関する硬組織学的
検討
栗原真，井上駿一，後藤澄雄
雄賀多聡，斉藤康夫，中国好則
(千大.整外)
霜礼次郎 (霜整形外科)
伊藤晴夫，真田寿彦，村上光右
(千大・泌尿器) 
5例の副甲腺機能充進症に腸骨骨生検を施行し，硬組
織学的検索により得られた骨組織所見とレ線所見及び臨
床検査成績との対比検討を行ない，うち骨型の 1例は，
副甲状腺摘出術前後の骨組織像の比較検討を加えた。
骨組織像で完全な皮質の海綿骨化，広汎な骨細胞性骨
融解を示す 2例では，さらに骨形成面の増加，類骨形成
幅の増大を認め， レ線的にも，骨膜下吸収，歯槽硬膜の
消失といった典型的所見を有する。一方，組織変化が軽
度の症例でも，レ線上，皮質の海綿骨化，骨梁の減少所
見が得られ， より詳細なレ線像の検討が必要と思われ
た。 AL-P値， PTH値，腫療の大きさ，とくに擢病期
間との聞に骨組織変化との相闘を認め，血清 Ca，P値
とは，とくに関連はなかった。術後再度生検を行なった 
1例では，術後，骨量は明らかに増加しているものの，
類骨形成幅は更に増大し，新生骨の石灰化度も低く，骨
軟化が進行しており， Ca，Pの絶対量の不足が考えられ
た。 
6. 慢性腎不全における骨シンチグラムについて
中津了一，田原和夫，渡辺幹夫
宍戸英雄，磯田和雄
(国立佐倉・内科)
榎本和夫，蜂巣忠，柏原英彦
横山健郎 (同・外科)
木村純 (間・整形外科)
妹尾素淵，吉田豊彦
(京葉泌尿器クリニツク)
慢性腎不全における骨病変の早期発見のため慢性腎不
全例61例に骨スキャンを施行した。
内訳は，非透析28例，透析例22例，腎移植例11例であ
る。 991l1Tc・MDP10mCi静注し， 3時間後に全身のス
キャンニングを行った。骨X線上で確認がむずかしい症
例にも有用であり，特に肋骨骨折や頭蓋冠の osteolytic 
lesionの発見に適していると，思われた。 
7. 多発骨折を起した透析患者への α-D3使用経験
東仲宣，鈴木三郎，鈴木満
富永和喜 (東葛クリニック)
我々は慢性血液透析施行中，多発性骨折を起した患者
に対し α-Daを投与し良好な結果を得たので報告する。
症例は当時52歳の女性で昭和48年 7月慢性血液透析導
入，導入後約2年間は経過良好であったが51年 2月右大
腿骨骨折，つづいて右尺骨骨折，多発性肋骨骨折をひき
おこし，大腿骨は観血的にプレート固定し， 51年10月よ
り α・Da 1.5μgより開始し3.0ρgにて維持した。著明
な Caの上昇を認め， AL-Pの低下もみとめられた。骨
折部は骨癒合が著るしく促進され，合併症は全くみられ
なかった。受傷後約 1年 2カ月後外来通院可能になり，
その後良好な経過をたどっている。 
8. 長期透折患者に対する la-Da少量長期連続使用
の効果について
入江康文，嶋田俊恒
(千葉社会保険)
小高通夫，平津博之，小林弘忠
田畑陽一郎，菅井桂雄，林春幸
添田耕司 (千大・ 2外)
鹿島 孝 (栄町クリニック)
長期透析患者に対して， 1α-Daをホノレモンとしての見
地から，維持量的に少量長期間使用した場合の安全性と
効果を検討する目的で h・Daを，O.25pg/dayを25例に
